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短大生の食事マナーに対する意識と実態
─食教育における一考察として─
The Interests of Junior College Students in Their Table Manners  
and a Profile of Their Eating Habits




































































朝食 毎日食べる 92 75
週2～ 3日は食べない 17 14
週4～ 5日は食べない 6 5
ほとんど食べない 7 6


























15 40 33 12
13 35 33 19
17 45 33 5











ほとんど毎日 週に4～ 5日 週に1～ 3日 ほとんどない
親元を離れ     
該当せず
子どもの頃 53 20 20 8 ―





0 20 40 60 80 100
24 53 18 5
13 54 27 6





全体 43 48 9
30 53 17
57 43 0

























36 42 19 3
28 39 28 5
45 44 9 2






生活科学科 製菓学科 関心あり 関心なし
₁おいしさ　 90 84 97 94 78 
₂食べ物のカロリー　 63 50 78 67 48 
₃価格　 61 50 74 67 41 
₄安全性　 58 53 64 64 37 
₅新商品　 55 50 60 57 48 
₆ダイエット 48 47 48 47 48 
₇おいしい店の情報 48 39 57 51 37 
₈栄養バランス　 47 39 55 53 26 
₉賞味期限・消費期限 44 41 48 50 26 
10料理技術 30 25 36 37 7 
11食事のマナー 28 30 26 32 15 
12食品表示 21 16 28 25 7 
13サプリメント 6 5 7 7 0 
14環境問題　 4 6 2 5 0 



























































66 19 9 6
40 42 16 2
21 34 21 24
16 34 20 30
11 35 22 32
12 25 28 35
11 22 25 42
5 26 43 26
7 23 32 38
6 22 30 42
3 23 33 41
1 23 24 52
7 16 20 57
2 13 19 66
3 10 13 74
2 6 16 76
3 21 76
3 6 91





































































1 音を立てて食べる 88 75 13
2 口にものを入れたまま話をする 57 39 18
3 箸と箸で料理を渡しあう 88 91 -3
4 立て膝をして食べる 67 66 1
5 箸で食器をひっかけて引き寄せる 65 77 -12
6 肘をついて食べる 60 53 7
7 食後に自分の器を運ばない 49 69 -20
8 いただきます、ごちそうさまのあいさつをしない 47 66 -20
9 新聞や雑誌を読みながら食べる 54 75 -21
10 ご飯茶碗を手に持たずに食べる 57 58 -1
11 手を洗わずに食事をする 37 41 -4
12 スマホや携帯を操作しながら食べる 48 32 16
13 食べ物を残す 35 26 9
14 箸で食べ物を刺してとる 37 43 -6
15 足を組んで食べる 37 42 -5
16 茶碗に直接口をつけてかきこむ 26 42 -16
17 ごはんとおかずを交互でなく同じものばかり食べる 17 30 -13
18 器に箸を渡して休ませる 12 24 -12
19 食事の速さを周囲の人に合わせない 10 12 -2
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ー全般についても属性による特筆すべき差はみられず、今回の調査結果は今どきの若者に共通
した傾向と思われる。
食事のマナー 20項目のうち、自分がしているかどうかの自己申告で、「よくする」、「たまに
する」ことの第１位は「テレビを見ながら食べる」（89％）であった。実際、「生活科学入門」
の最初の授業の際に“昨日の夕食の風景”を描かせると、テレビも一緒に描かれていることが
少なくない。意識の中で、食事とはテレビは同列にあるのだろう。約30年前となる奥田の調
査7）において、テレビとともに育った若者の意識の変化や、食事マナーの中身自体が社会の
変化によって変容していることが報告されている。「テレビを見ながらの食事」は、他人の行
為のうち最も「気にならない」ことでもあった。
以下、「よくする」、「たまにする」が半数を超えたマナー違反は３項目であるが、なかで
「食事の速さを人に合わせない」（63％）ことは、「気になる」、「やや気になる」との回答は４
割弱と少なく、それほど重要視されていないことがわかる。一人での食事が多くなり、他人と
食事をする機会が少なくなると、相手に食事のスピードを合わせる必要がなく、途中で席を立
つことや、逆にのんびり過ぎて相手を待たせることが失礼だと気がつかなくなるのだろう。ま
た、「器に箸を渡して休ませる」（55％）、「ごはんとおかずを交互でなく同じものばかり食べ
る」（50％）ことも「気になる」、「やや気になる」はどちらも40％台であった。ふだんの食卓
に箸置きが使われないために、器に箸を渡すことが当たり前になっている。また、ご飯、汁
物、おかずを交互に食べる日本人独特の食べ方は、口中調味となり、味覚を育てることにつな
がるが、洋食のように、手を付けた料理から一皿ずつ食べることに抵抗がないのは、コンビニ
やファストフードの食事に慣れ、カフェスタイルのワンプレートが人気を集めるなど、食事の
形態が変化していることのあらわれと思われる。あらためて眺めると、これら「よくする」、
「たまにする」というマナー違反の上位４位は、「気にならない」ことの上位４位と合致してい
ることは興味深い。さらに、半数近くが「スマホや携帯を操作しながら食べる」（46％）いわ
ゆる携帯依存症も、一昔前にはみられなかった行為である。彼らにとって、本当に気になる他
人の行為は、明らかに人を不快にさせることであり、「音を立てて食べる」、「口にものを入れ
たまま話をする」、「箸と箸で料理を渡しあう」、「立膝をして食べる」、「箸で食器をひっかけて
引き寄せる」ことに対しては、９割以上が嫌悪感を示し、敏感に反応していた。
ただし、意識と実態にはズレがあり、調理実習でよく目にする「肘をついて食べる」、「立膝
をして食べる」など、子どものころからの習慣化した振る舞いを直すことは容易ではない。
「スマホを操作しながらの食事」は、学生が良くないことだと認識していないためにたびたび
繰り返されるのだろう。
「食事のマナー」に関心をもつ学生は約３割で、決して多いとは言えないが、周りに不愉快
な思いをさせないために、社会に出る前に当然身につけるべき大人の常識である。食事に関わ
らず、他人に配慮することが日本人の伝統、思いやりではないか。食事マナーは時代とともに
変わってきている実態を踏まえて、根気強く、授業の中で指導し、意識の変化をみていきたい。
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